
（公社）静岡県建築士会 

 

平成２９年度 事業報告書 

機 構 ・ 委 員 会 名 

ブロック、委員会・地区名  事 業 研 修 委 員 会   

事 業 名 等 
事 業 概 要 

実 施 内 容 進 捗 状 況 

会 議 第 1回本会事業研修委員会 本会事務局 会議室 

①開催日、出席者人数 

平成 29 年 7 月 14 日(金)開催 出席者―5名 

②審議内容 

・各ブロックでの本年度開催事業の報告 

・法 22 条の 4に基づく講習会についての講習内容の検討 

・本年度定期講習会の日程、申込者数の確認 

 

第 2 回本会事業研修委員会 本会事務局 会議室 

①開催日、出席者人数 

平成 30 年 2 月 9 日(金)開催 出席者―4名 

②審議内容 

・各ブロックでの活動報告 

・法 22 条の 4に基づく講習会の開催報告 

・定期講習会の開催報告 

完了 

 

 

 

 

 

 

 

完了 

＊ 事業名等欄には平成 29 年度実施した事業名を、会議の場合は会議名を記載願います。 

＊ 事業概要の実施内容欄には＜事業の目的＞、＜開催時期、場所＞、＜参加人数＞ 

＜事業内容＞、＜事業効果＞を記載願います。 



（公社）静岡県建築士会 

 

平成２９年度 事業報告書 

機 構 ・ 委 員 会 名 

ブロック、委員会・地区名  事 業 研 修 委 員 会   

事 業 名 等 
事 業 概 要 

実 施 内 容 進 捗 状 況 

法 22 条の 4 に 

基づく講習会 

①事業目的、趣旨 

建築士法第 22条の 4に定められたとおり、建築士会の

義務として全ての建築士に対してその業務に必要な知

識及び技能の向上を図る機会を提供 

 

②開催時期・場所 

平成 29年 10月 27日(金) ﾍﾟｶﾞｻｰﾄ 6F ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾙｰﾑ 

 

③参加人数 

会員 29 名 非会員 4名 合計 33 名(当日欠席 3名) 

 

④講習会内容 

第 1部『これからの時代の光環境を考える。 

        空間に共鳴する照明デザインとは』 

講師：ｴｯｾﾝｼｬﾙﾗｲﾄ ｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ代表･ 

   岡安泉照明設計事務所 岡 安 泉 様 

第 2部『優良な社会資本ｽﾄｯｸとなる家づくりの要点解説』 

講師：(一財)静岡県建築住宅まちづくりｾﾝﾀｰ 

    常務理事 柳  敏 幸 様 

9／11(月)静岡県建築住宅まちづくりｾﾝﾀｰ等主催の『ｻｽ

ﾃｨﾅﾌﾞﾙな家づくり』講習会に基づいて解説 

 

⑤事業の効果 

・照明デザインによって非日常的空間が演出できること 

 が実例の紹介でよくわかった。 

・LED の特徴を活かした器具形態を開発し新しいスタイル 

 のデザインをつくることで、省エネにもつながり生活 

 をより豊かに楽しく過ごしていけると感じた。 

完了 

＊ 事業名等欄には平成 29 年度実施した事業名を、会議の場合は会議名を記載願います。 

＊ 事業概要の実施内容欄には＜事業の目的＞、＜開催時期、場所＞、＜参加人数＞ 

＜事業内容＞、＜事業効果＞を記載願います。 



（公社）静岡県建築士会 

 

平成２９年度 事業報告書 

機 構 ・ 委 員 会 名 

ブロック、委員会・地区名  事 業 研 修 委 員 会   

事 業 名 等 
事 業 概 要 

実 施 内 容 進 捗 状 況 

法 22 条の 2 に 

基づく研修 

（定期講習会） 

（ア）未受講者が出ないよう制度の周知方法等の検討 

（イ）受講者の便宜を考慮した受講者増加のための方策 

の検討 

＜事業目的・趣旨＞ 

平成 20 年 11 月 28 日に施行された改正建築士法の規

定により、建築士事務所に所属する建築士は、3年毎

に国土交通大臣の登録を受けた登録講習機関が行う

「建築士定期講習」の受講が義務づけられた。建築士

がその義務を遅滞なく遂行するため、(公財)建築技術

教育普及センターと共同してこの事業を実施する。 

 

＜開催時期、場所及び参加人数＞ 

（開催日） （会場） （受講者） 

8 月 29 日（火） アクトシティ浜松 63 名 

9 月 29 日（金） 静岡労政会館 81 名 

9 月 12 日（火） プラサヴェルデ 80 名 

 第Ⅱ期 計 224 名 

 

＜事業内容＞ 

改正建築士法に定められた「建築士定期講習」の実施 

講習内容 

・建築物の建築に関する法令に関する科目 

・設計及び工事監理に関する科目 

＜事業効果＞ 

東部・中部・西部 3か所での開催を行なう事により、

会員及び建築士の講習会への参加を容易にし、新規及

び更新者が確実に定期講習を受講し、建築士としての

業務を滞りなく継続できる機会を提供した。 

完了 

＊ 事業名等欄には平成 29 年度実施した事業名を、会議の場合は会議名を記載願います。 

＊ 事業概要の実施内容欄には＜事業の目的＞、＜開催時期、場所＞、＜参加人数＞ 

＜事業内容＞、＜事業効果＞を記載願います。 


